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目 的

これまでにノリの栄養要求やノリ養殖漁場での施肥に

よる色落ち回復に関する研究がなされてきた。しかし，

色落ちには根本的な解決策がない上，唯一多少の効果が

認められる施肥についても栄養塩類が海水中へ拡散する

ため効果が低減することや，現在は環境に配慮した養殖

をおこなうことが求められていることから，ノリ養殖漁

場で直接行うことは好ましくない。そこで過大な施設負

担がかからないことを必須条件とし，高密度かつ24時

間の浸漬処理によって，摘採後の生ノリの色調を加工前

に回復させることを目的として，最適なアンモニウム態

窒素（NH4 N）濃度を検討した。その結果，平成14年

度の試験において窒素の最適濃度は25㎎/rであること

が明らかとなった。本年度はさらに色調向上の効果を高

めるため，無機態リンと微量金属濃度について検討を行

った。

方 法

三重県鈴鹿市白子地先でスサビノリPorphyra yezoensis

を野外採苗および育苗し，葉長１㎝程度の冷凍網を作製

後， 20℃で貯蔵した。冷凍網は試験時に切断して，40

㎝の長さのノリ糸を作製した。ノリ糸は天井と周囲の窓

から採光できる屋内のノリタンク培養装置（縦150㎝横

90㎝高さ45㎝）内のステンレス製の枠に10本張った。

タンク内の360rの天然海水中に含まれる栄養塩類の濃

度を維持するために，新しい天然海水を１時間に20r

流水しながらノリ糸を張った枠を10㎝/sの速度でモータ

ーで水平に往復運動させて水温10℃で２週間培養し，

葉長5～10㎝程度に生長させた。さらに試験用のノリを

得るために２週間止水状態で培養し，ノリを色落ちさせ

た。

１．PO4-P濃度試験

25㎎/rの無機態窒素を含む硫酸アンモニウム添加海

水30pにリン酸二ナトリウムを表１に示した濃度で加

えた。その溶液に色落ちノリを２ｇ（湿重量）加え，溶

液となじませた後，10℃で24時間エアレーションしな

がら浸せき処理をおこなった。

対象区として，浸せき処理を行わない葉体10枚の色

調を色彩色差計（ミノルタ製CR 300）で測定した。ま

た，クロロフィルａ，フィコエリスリン，フィコシアニ

ンの各光合成色素含量は，色素を抽出後，吸光光度法に

より求めた。翌日，浸せき処理をおこなったノリ葉体に

ついても同様に色調と各光合成色素含量を測定した。
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NH4 N濃度 浸せき温度 浸せき時間 PO4 P濃度

（㎎/r） （℃） （ｈ） （㎎/r）

試験区１ 25 10 24 0

試験区２ 25 10 24 0.5

試験区３ 25 10 24 1.0

試験区４ 25 10 24 2.5

試験区５ 25 10 24 5.0

試験区６ 25 10 24 7.5

試験区７ 25 10 24 10.0

表１ PO4 P濃度試験の条件

２．微量金属濃度試験

25㎎/rの無機態窒素，0.5㎎/rの無機態リンを含む

海水30pに海水補強用PⅡ金属混液を表２に示した濃度

で加えた。その溶液に色落ちノリを２ｇ（湿重量）加え，
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溶液となじませた後，10℃で24時間エアレーションし

ながら浸せき処理をおこなった。色調測定と光合成色素

含量の測定はPO4 P濃度試験と同様の方法で行った。

NH4 N濃度 浸せき温度 浸せき時間 PO4 P濃度 PⅡ金属混液濃度

（㎎/r） （℃） （ｈ） （㎎/r） （PES用に使用する倍数）

試験区１ 25 10 24 0 0

試験区２ 25 10 24 0.5 0.025

試験区３ 25 10 24 1.0 0.25

試験区４ 25 10 24 2.5 2.5

試験区５ 25 10 24 5.0 12.5

試験区６ 25 10 24 7.5 25

試験区７ 25 10 24 10.0 250

表２ 微量金属濃度試験の条件

図１ PO4 P処理後のａ値の変化

結 果

１．PO4-P濃度試験

処理前の葉体のa値の平均値は0.17であった。処理後

の試験区1～7までのａ値の平均値はそれぞれ0.67，

0.87，0.51，0.32，0.30，0.11，0.34であり，試験区２

のPO4 P濃度0.5㎎/rで最も効果が高かった（図１）。光

合成色素クロロフィルａ，フィコエリスリン，フィコシ

アニン含量は処理前ではそれぞれ0.79㎎/ノリ湿重量ｇ，

3.05㎎/ノリ湿重量ｇ，3.54㎎/ノリ湿重量ｇであったが，

試験区２ではそれぞれ0.82㎎/ノリ湿重量ｇ，3.46㎎/ノ

リ湿重量ｇ，4.05㎎/ノリ湿重量ｇといずれの色素も増

加した（図２）。

２．微量金属濃度試験

処理前の葉体のａ値の平均値は0.35であった。処理後

の試験区１～７までのa値の平均値はそれぞれ0.42，

0.85，1.12，1.07，0.97，1.44，1.35であり，試験区６

のPES用PⅡ金属混液の25倍濃度で最も効果が高かった

（図３）。光合成色素クロロフィルａ，フィコエリスリン，

フィコシアニン含量は処理前ではそれぞれ1.35㎎/ノリ

湿重量ｇ，4.09㎎/ノリ湿重量ｇ，4.80㎎/ノリ湿重量ｇ

であったが，試験区６ではそれぞれ1.39㎎/ノリ湿重量

ｇ，5.31㎎/ノリ湿重量ｇ，6.37㎎/ノリ湿重量ｇといず

れの色素も増加した（図４）。






